










ピ ロ リ 菌 と 胃 癌 と 検 診 と






































































































































































































































　表 2 に，平成 21 年度に当院で胃内視鏡検査
をお受けになられた方のピロリ菌検査の結果を
示しましたが，ピロリ菌陰性者からの胃癌の発
見はなく（665 人中 0 人），ピロリ菌陽性者か
らは多くの胃癌が発見されています。（724 人

































　ピロリ菌陽性の人は，1 ～ 2 年に 1 回胃の検
査を終生受け続けるのが良いと思います。




















































































































以上に一律年 1 回胃 X 線検査を行うというや
り方は見直す時期に来ていると考えるのは筆者
だけではないと考えます。
　すでに現在若者のピロリ菌感染率は 10 ～
20％に減少しています。そのため，将来日本人
の胃癌は激減すると予想されていますが，ピロ
リ菌に感染している人たちにとっては胃癌発生
リスクが低下するわけではありません。20 代，
30 代のご子息をお持ちの方は，ぜひともご子
息がピロリ菌感染のチェック検査を受け，陽性
の場合は除菌治療を受けることをお勧めいただ
くのが良いかと存じます。
　最後になりますが，皆様がピロリ菌と胃癌と
検診の関係を理解され，過不足のない検査に
よって胃癌から身を守られますよう祈願いたし
ます。
　胃がんの検診は数年間受けて異常がなければ
あとは安心という性格のものではありません。
お勧めした方法を参考にして長期的な展望の下
に継続した検診を受けるようにしてください。
ガン予防の十二か条
　日常生活で実行してみましょう。
① いろどり豊かな食卓にして，バランスのとれた栄養をとる。
② ワンパターンではありませんか。毎日，変化のある食生活を。
③ おいしい物も適量に，食べ過ぎは避け，脂肪をひかえめに。
④ 健康的に飲みましょう。お酒はほどほどに。
⑤ たばこを少なくする。新しく吸い始めることのないように。
⑥ 緑黄色野菜をたっぷり。食べ物から適量のビタミンと繊維質のものを多くとる。
⑦ 胃や食道をいたわって，塩辛いものは少なめに，あまり熱いものは冷ましてから。
⑧ 突然変異を引きおこします。焦げた部分は避ける。
⑨ 食べる前にチェックして，かびの生えたものに注意。
⑩ 太陽はいたずらものです。日光に当たり過ぎない。
⑪ いい汗流しましょう。適度にスポーツする。
⑫ 気分もさわやか。からだを清潔にする。
─国立がんセンター提唱─
